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今 月 の 表 紙
【ハロウィンに仮装をする子どもたち】　
　ハロウィン映画まつりの日に明和公民館に設けら
れたフォトブースでは、仮装した子どもたちが集ま
り、ハロウィンのアイテムなどを手に写真を撮るな
どし、楽しみました。
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来
年
４
月
か
ら

只
見
町
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園

「
ぶ
な
の
も
り 

こ
ど
も
園
」が
開
園
し
ま
す
。

のびのびと成長する場所、只見町の子どもたちの未来を育む

「ぶなのもり こども園」
　
令
和
７
年
４
月
か
ら
開
園
す
る

「
只
見
町
認
定
こ
ど
も
園
」の
愛
称

案
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
20
点
の

応
募
が
あ
り
、
認
定
こ
ど
も
園
設

置
に
関
す
る
専
門
委
員
会
で
選
考

し
た
結
果
、「
ぶ
な
の
も
り 

こ
ど

も
園
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

近
年
、
全
国
的
に
専
業
主
婦

（
夫
）の
家
庭
が
減
少
し
、
共
働
き

の
家
庭
が
増
え
、
保
育
の
需
要
が

増
え
て
い
る
中
、
幼
児
期
の
教
育

　只見町の象徴であるブナと森、
そして「もり」には子どもたちを
『見守る』と『盛る』の意味があり
ます。子どもが増え、こども園も
町もどんどん盛り上がっていく願
いも込めました。ひらがなで「ぶ
なのもり」とすることで、子ども
に親しみやすくしました。

� 考案者　永井知子さん（大倉）

「ぶなのもり こども園」に
込められた思い　　

「ぶなのもり こども園」
な
ぜ
、
認
定
こ
ど
も
園
？

も
非
常
に
重
要
視
さ
れ
、
教
育
と

保
育
の
一
体
化
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
従
来
、
幼
稚
園
は
教
育
、
保
育

所
は
保
育
と
役
割
が
分
か
れ
て
い

ま
し
た
が
、
そ
の
両
方
の
役
割
を

併
せ
持
つ
施
設
と
し
て
「
認
定
こ

ど
も
園
」
が
あ
り
ま
す
。

　
認
定
こ
ど
も
園
は
、
教
育
的
な

活
動
と
日
常
の
保
育
が
統
合
さ
れ

て
お
り
、
子
ど
も
の
預
か
り
だ
け

で
は
な
く
、
日
常
生
活
の
中
で
の

道
徳
的
判
断
や
社
会
的
ス
キ
ル
を

育
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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こども園になるけど、
今までの保育所とは何が違う？　何が変わる？

Q
ど
こ
に
開
園
す
る
の
？

Q
保
育
時
間
等
は
変
わ
る
の
？

Q
こ
ど
も
園
の
利
用
料
は
？

Q
バ
ス
で
の
通
園
が
不
安
で
す

Q
こ
ど
も
園
は
教
育
時
間
中
し

か
預
か
っ
て
貰
え
な
い
の
？

A
現
在
の
朝
日
保
育
所
の
施

設
を
こ
ど
も
園
に
移
行
し

ま
す
。（
住
所
：
黒
谷
字
上
野
２
６

０
番
地
）

　
「
ぶ
な
の
も
り 

こ
ど
も
園
」は
、

町
内
の
満
３
歳
以
上
の
子
ど
も
が

集
ま
り
ま
す
。
ま
た
、
朝
日
地
区

で
保
育
を
希
望
す
る
満
３
歳
未
満

の
子
ど
も
は
、
こ
れ
ま
で
通
り
保

育
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
な
お
、
只
見
保
育
所
と
明
和
保

育
所
は
満
３
歳
未
満
の
子
ど
も
の

保
育
所
と
し
て
継
続
す
る
予
定
で

す
。（
左
表
参
考
）

A
只
見
・
明
和
地
区
に
居
住

さ
れ
て
い
る
保
護
者
の
方

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
保
育
所
に
子

ど
も
を
送
迎
し
て
い
た
だ
き
、
只

見
保
育
所
、
明
和
保
育
所
か
ら
こ

ど
も
園
へ
の
無
料
送
迎
バ
ス
を
運

行
し
ま
す
。
朝
日
地
区
の
子
ど
も

は
、
い
ま
ま
で
通
り
こ
ど
も
園
に

送
迎
を
お
願
い
し
ま
す
。

Q
こ
れ
ま
で
只
見
保
育
所
、

明
和
保
育
所
に
送
迎
し
て

い
た
け
ど
、
こ
ど
も
園
ま
で
送
迎

し
な
い
と
い
け
な
い
の
？

A
認
定
区
分
に
よ
っ
て
保
育
時

間
に
違
い
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
と
同
じ
保
育
時
間
と
な
り

ま
す
。

　
従
来
と
の
大
き
な
違
い
は
、
こ
ど

も
園
は
１
号
認
定
で
も
通
園
が
で
き

ま
す
。（
上
表
参
考
）

A
教
育
時
間
終
了
後
は
、
只
見

保
育
所
・
明
和
保
育
所
の
子

ど
も
は
、
こ
ど
も
園
か
ら
各
保
育
所

に
送
迎
を
し
ま
す
。
保
護
者
の
方
の

お
迎
え
ま
で
各
保
育
所（
こ
ど
も
園
）

で
、
こ
れ
ま
で
同
様
に
保
育
・
延
長

保
育
を
行
い
ま
す
。

A
こ
ど
も
園
の
利
用
料
や
給
食

費
は
原
則
無
料
と
し
ま
す
。

A
今
年
度
、
バ
ス
通
園
を
行
っ

て
い
る
こ
ど
も
園
に
視
察
研

修
に
伺
っ
て
お
り
、
安
全
運
行
の
た

め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
ま
す
。

　
ま
た
、
バ
ス
に
は
置
き
去
り
防
止

の
安
全
装
置
を
設
置
し
ま
す
。

各区分の認定要件、該当基準等
認定区分 該当基準等 教育・保育日　及び　時間 延長保育

１号認定
（※）

子どもの年齢が満３歳以上
保育に必要な事由（就労、妊娠・出産、
病気等）に該当しない

月曜日～金曜日
午前９時～午後３時（教育時間）

午前７時３０分～
午後６時３０分の間で可能
（有料）

２号認定

子どもの年齢が満３歳以上
保育に必要な事由（就労、妊娠・出産、
病気等）に該当する
※保護者の就労時間により、標準時間
または短時間かのいずれかに認定

月曜日～土曜日
（標準時間）午前７時３０分～
　　　　　 午後６時３０分
（短 時 間）午前８時３０分～
　　　　　 午後４時３０分　

午前７時３０分～
午後６時３０分の間で可能
（短時間は有料）

３号認定

子どもの年齢が満３歳未満
保育に必要な事由（就労、妊娠・出産、
病気等）に該当する
※保護者の就労時間により、標準時間
または短時間かのいずれかに認定

※１号認定は学校教育法の規定により、春、夏、冬休みの長期休業があります。�

各保育所・こども園に通う子どもの
年齢及び認定区分

現　在 令和７年度から
満年齢

（4月1日現在） 認定区分
満年齢

（4月1日現在） 認定区分

只
見
保
育
所

１歳

２号認定
３号認定

只
見
保
育
所

１歳
２歳 ３号認定

２歳
３歳
４歳
５歳

朝
日
保
育
所

１歳
こ
ど
も
園

１歳

１号認定
２号認定
３号認定

２歳 ２歳
３歳 ３歳
４歳 ４歳
５歳 ５歳

明
和
保
育
所

１歳
明
和
保
育
所

１歳
２歳 ３号認定

２歳
３歳
４歳
５歳
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自
然
と
共
に
歩
む
只
見
町

未
来
に
向
け
決
意
を
新
た
に

　

平
成
26
年
度
に
登
録
さ
れ
た
只
見
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

は
、
今
年
度
で
10
周
年
を
迎
え
、
そ
の
記
念
式
典
が
11
月
４

日
に
季
の
郷
湯
ら
里
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
に
先
立
ち
、

映
画
上
映
会
が
行
わ
れ
、
約
１
５
０
人
が
参
加
し
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
肥
料
を
使
わ
な
い
環
境
に
優
し
い
只
見
町
の
新
米
が

記
念
品
と
し
て
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

　

上
映
さ
れ
た
映
画
は
、
民
族
文
化
映
像
研
究
所
が
作
製
し

た
「
越
後
奥
三
面
（
え
ち
ご
お
く
み
お
も
て
）
ー
山
に
生
か

さ
れ
た
日
々
」
で
、
現
在
は
ダ
ム
湖
底
に
沈
ん
だ
新
潟
県
朝

日
村
奥
三
面
集
落
の
山
猟
、
川
猟
、
採
草
な
ど
山
村
の
日
常

の
生
活
文
化
を
記
録
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
で
す
。

只
見
町
と
同
じ
豪
雪
の
山
村
に
あ
る
暮
ら
し
か
ら
、
豊
か
な

自
然
と
伝
統
的
な
生
活
文
化
の
重
要
性
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
で
は
、
渡
部
町
長
が
登
録
か
ら
10
年
の
間
の
取

り
組
み
に
対
す
る
支
援
、
協
力
に
対
し
感
謝
を
述
べ
、「
ユ
ネ

ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
を
ま
ち
づ
く
り
の
根
幹
と
し
て
取
り
組
み

を
加
速
さ
せ
る
た
め
、
引
き
続
き
、
多
く
の
方
々
の
協
力
を

を
お
願
い
し
た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ユ
ネ
ス
コ

エ
コ
パ
ー
ク
推
進
係
の
中
野
係
長
か
ら
、
野
生
動
植
物
の
保

護
監
視
員
制
度
や
伝
承
産
品
開
発
な
ど
只
見
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ

パ
ー
ク
の
10
年
の
歩
み
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
渡
部
町
長
は
、
生
物
多
様
性
を
回
復
軌
道
に
乗

せ
る
国
際
目
標
「
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
」
を
宣
言
し
ま

し
た
。
こ
の
宣
言
を
機
に
、
只
見
町
は
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ

ィ
ブ
の
実
現
を
目
指
す
と
と
も
に
、
人
と
自
然
が
共
に
豊
か

に
暮
ら
す
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
地
域
づ
く
り
を
よ
り
力

強
く
進
め
て
い
き
ま
す
。

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
登
録
か
ら
10
周
年
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「
ネ
イ
チ
ャ
ー

�

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
」と
は
？

　

私
た
ち
人
間
は
、
自
然
の
様
々

な
恵
み
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
経
済
活
動
に
よ

る
環
境
破
壊
な
ど
に
よ
り
、
自
然

が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま

で
は
、
私
た
ち
の
生
活
も
失
わ
れ

て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
「
２
０
２
０
年
を
基
準

と
し
て
、
２
０
３
０
年
ま
で
に
自

然
が
損
な
わ
れ
る
よ
う
な
こ
と
を

食
い
止
め
、
回
復
さ
せ
、
２
０
５

０
年
ま
で
に
完
全
な
回
復
を
達
成

し
、
自
然
と
共
生
す
る
社
会
を
実

現
す
る
」
と
い
う
世
界
的
な
社
会

目
標
が
「
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
」
で
す
。

　

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
登
録
10

周
年
を
迎
え
た
只
見
町
も
こ
の
考

え
方
に
賛
同
し
、「
ネ
イ
チ
ャ
ー

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
宣
言
」
を
行
い
、
人

と
自
然
が
共
に
豊
か
に
暮
ら
す
地

域
づ
く
り
を
よ
り
力
強
く
進
め
、

ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
と
し
て

掲
げ
る
目
標
の
実
現
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。
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0 1‚000‚000‚000 2‚000‚000‚000 3‚000‚000‚000

収入済額
予算額

0 300‚000‚000 600‚000‚000 900‚000‚000 1‚200‚000‚000

支出済額
予算額

上

半期
財政状況

◆一般会計（歳入）� （単位：円、％）
款 款　名　称 予算額 収入済額 収入率
1 町 税 832,023,000 462,437,956 55.58
2 地 方 譲 与 税 55,136,000 23,617,000 42.83
3 利 子 割 交 付 金 71,000 47,000 66.20
4 配 当 割 交 付 金 1,000,000 285,000 28.50
5 株式等譲渡所得割交付金 500,000 0 0.00
6 地 方 消費税交付金 102,000,000 59,969,000 58.79
7 自動車取得税交付金 1,000 0 0.00
8 環 境 性能割交付金 3,500,000 1,874,000 53.54
9 法 人 事業税交付金 7,000,000 5,506,000 78.66
10 地 方 特 例 交 付 金 15,867,000 15,867,000 100.00
11 地 方 交 付 税 3,083,144,000 2,167,565,000 70.30
12 交通安全対策特別交付金 250,000 0 0.00
13 分 担 金及び負担金 429,000 170,200 39.67
14 使 用 料及び手数料 36,654,000 18,293,216 49.91
15 国 庫 支 出 金 241,771,000 49,164,496 20.34
16 県 支 出 金 432,872,000 22,214,260 5.13
17 財 産 収 入 22,338,000 5,729,206 25.65
18 寄 附 金 28,001,000 5,701,863 20.36 
19 繰 入 金 825,541,000 33,000,000 4.00
20 繰 越 金 58,271,000 58,271,595 100.00
21 諸 収 入 107,756,000 5,158,910 4.79
22 町 債 870,500,000 2,200,000 0.25

合　　　計 6,724,625,000 2,937,071,702 43.68

◆一般会計（歳出）� （単位：円、％）
款 款　名　称 予算額 支出済額 支出率
1 議 会 費 73,367,000 35,060,637 47.79
2 総 務 費 844,143,000 261,961,290 31.03
3 民 生 費 925,765,000 273,540,422 29.55
4 衛 生 費 462,257,000 137,319,709 29.71
5 労 働 費 3,637,000 1,218,197 33.49
6 農 林 水 産 業 費 932,858,000 161,579,455 17.32
7 商 工 費 674,732,000 219,166,211 32.48
8 土 木 費 827,772,000 136,979,869 16.55
9 消 防 費 468,800,000 301,204,800 64.25
10 教 育 費 669,110,000 245,934,065 36.76
11 災 害 復 旧 費 15,423,000 0 0.00
12 公 債 費 763,784,000 355,500,687 46.54
13 予 備 費 62,977,000 0 0.00

合　　　計 6,724,625,000 2,129,465,342 31.67

◆特別会計� （単位：円、％）

会　計　名 予算額 歳　　入 歳　　出
収入済額 収入率 支出済額 支出率

1 国 民 健康保険事業 468,947,000 152,493,216 32.52 146,828,153 31.31
2 国 民 健康保険施設 465,426,000 63,525,022 13.65 144,168,593 30.98
3 後 期 高 齢 者 医 療 159,000,000 26,248,832 16.51 61,619,821 38.75
4 介 護 保 険 事 業 791,518,000 342,066,593 43.22 321,475,050 40.62
5 介 護 老人保健施設 319,000,000 70,155,892 21.99 170,570,597 53.47
6 朝 日 財 産 区 15,900,000 15,827,681 99.55 133,570 0.84

合　　　計 2,219,791,000 670,317,236 30.20 844,795,784 38.06

◆公営企業会計� （単位：円、％）

会　計　名 歳　　入 歳　　出
予算額 収入済額 収入率 予算額 支出済額 支出率

1
簡易水道（収益的事業） 149,010,000 31,871,696 21.39 149,010,000 24,859,123 16.68
簡易水道（資本的事業） 233,546,000 70,000,000 29.97 268,689,000 97,482,238 36.28

2
集落排水（収益的事業） 183,214,000 39,218,417 21.41 183,214,000 73,031,739 39.86
集落排水（資本的事業） 130,661,000 15,000,000 11.48 143,328,000 47,689,717 33.27

合　　　計 696,431,000 156,090,113 22.41 744,241,000 243,062,817 32.66

　

町
の
財
政
事
情
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る

の
か
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
令
和
６

年
度
上
半
期
（
４
月
１
日
～
９
月
３０
日
）
の
予

算
の
執
行
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

歳
入
の
収
入
済
額
は
９
月
末
ま
で
に
実
際
に

収
入
と
な
っ
た
金
額
で
、
歳
出
の
支
出
済
額
は

実
際
に
支
出
し
た
金
額
で
す
。

　

こ
れ
は
、
只
見
町
財
政
状
況
等
の
公
表
に
関

す
る
条
例
に
よ
る
公
表
で
す
。
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NEWS&FLASH

只
見
町
長
選
挙

冬
期
の
生
活
を
守
る

マ
シ
ン
ガ
ン
ズ
滝
沢
氏
と
ご
み
に
つ
い
て
考
え
る

新
た
な
形
で
の
開
催

渡
部
勇
夫
氏
に
当
選
証
書

除
雪
会
議
・
除
雪
機
械
始
動
式

「
ゴ
ミ
事
情
や
ゴ
ミ
の
削
減
に
つ
い
て
」

「
第
⓫
回
只
見
町
文
化
祭
」開
催

▲当選証書を受け取る渡部氏

▲安全祈願をする除雪作業に携わる皆さん

▲「もっとゴミを減らそう」と話す滝沢氏

▲展示物に足を止める来場者 ▲お茶を楽しむ来場者

　

任
期
満
了
に
伴
い
11
月
19
日
に
告
示
さ

れ
た
只
見
町
長
選
挙
は
、
渡
部
勇
夫
氏

（
68
）が
無
投
票
で
２
回
目
の
当
選
と
な
り

ま
し
た
。

　

当
選
証
書
付
与
式
は
24
日
に
町
役
場
町

下
庁
舎
で
行
わ
れ
、
町
選
挙
管
理
委
員
会

の
舟
木
委
員
長
か
ら
、「
只
見
町
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
、
只
見
町
の
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
解
決
の
た
め
に
、
健
康
に
気
を
付
け
て

町
政
に
臨
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
の
言
葉
と

共
に
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
任
期
は
、
令
和
６
年
12
月
16
日

か
ら
４
年
間
で
す
。

　

除
雪
会
議
が
、
11
月
７
日
に
開
か
れ
、

除
雪
路
線
の
確
認
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
会
議
終
了
後
に
は
、
今
期
の
除
雪

業
務
の
安
全
祈
願
と
除
雪
機
械
の
始
動
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

除
雪
機
械
の
始
動
式
で
は
、
除
雪
ド
ー

ザ
ー
と
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
が
並
べ
ら
れ
、

職
員
の
指
揮
で
始
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

除
雪
作
業
は
、
安
全
な
道
路
確
保
を
す

る
た
め
の
大
切
な
作
業
で
す
。
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

文
化
講
演
会
「
ゴ
ミ
事
情
や
ゴ
ミ
の
削

減
に
つ
い
て
」
が
11
月
３
日
に
只
見
公
民

館
で
開
か
れ
、
お
笑
い
コ
ン
ビ
・
マ
シ
ン

ガ
ン
ズ
の
滝
沢
秀
一
氏
が
講
演
し
ま
し
た
。

　

お
笑
い
芸
人
と
ゴ
ミ
清
掃
員
の
二
足
の

草
鞋
を
履
く
滝
沢
氏
は
「
ゴ
ミ
問
題
を
考

え
る
に
あ
た
り
、
３
Ｒ
に
一
つ
Ｒ
ｅ
ｓ
ｐ

ｅ
ｃ
ｔ
（
※
リ
ス
ペ
ク
ト
）
を
足
す
こ
と
を

大
事
に
し
て
い
ま
す
。
ゴ
ミ
を
出
し
た
先

に
ど
う
い
う
人
が
関
わ
っ
て
い
る
か
を
想

像
し
、
思
い
や
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま

た
、
ゴ
ミ
は
ど
こ
か
ら
ゴ
ミ
に
な
る
の
か

を
考
え
て
く
だ
さ
い
。
人
が
ゴ
ミ
と
思
っ

た
瞬
間
に
ゴ
ミ
に
な
り
ま
す
」
と
話
し
、

ゴ
ミ
と
す
る
前
に
ゴ
ミ
を
減
ら
す
意
識
を

す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
ま
し
た
。

※
リ
ス
ペ
ク
ト
：
尊
敬

　
「
第
51
回
只
見
町
文
化
祭
」
は
、
文
化
月

間
及
び
文
化
祭
期
間
と
し
て
、
よ
り
多
く

の
人
に
町
の
文
化
や
芸
術
に
触
れ
て
も
ら

う
機
会
を
設
け
る
形
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

文
化
・
芸
術
作
品
や
町
内
各
企
業
の
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
な
ど
が
10
月
30
日
か

ら
11
月
４
日
ま
で
只
見
公
民
館
で
展
示
さ

れ
た
他
、
11
月
３
日
の
文
化
の
日
に
は
、

民
話
茶
屋
や
茶
道
体
験
な
ど
が
実
施
さ
れ
、

来
場
者
は
只
見
町
の
文
化
・
芸
術
に
触
れ

ま
し
た
。
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ご意見ご要望もお気軽にお寄せください。　　総務企画課　☎ 82－5210　Fax 82－2117

ふくしま駅伝２０２４
只見町チーム　激走！

只見町グラウンドゴルフ協会長杯・朝日地区地域づくり委員会長杯
グラウンドゴルフ大会　開催

只見剣道スポーツ少年団
団体優勝など大活躍

　第８回河井継之助杯只見剣道大会は１０月１４日に
行われ、団体中学生の部で只見剣道スポーツ少年団A
チームが優勝する等しました。
　また、１０月２７日に行われた第５４回全会津少年
剣道大会では、団体４年生以下の部で只見剣道スポー
ツ少年団が優勝しました。
　１１月１０日には、第３１回金山町妖精の里剣道大
会が行われ、団体４年生以下の部で只見剣道スポーツ
少年団が優勝を飾りました。
　なお、各大会の成績（優勝のみ）は以下の通りです。

　「第３６回市町村対抗福島県縦断駅伝競走
大会（ふくしま駅伝）」が１１月１７日に開催
され、只見町チームが全１６区間９６.３㎞
を駆け抜けました。
　７日に行われた団結式で、選手の三瓶叶翔
さんが「選手一丸となって、１本のタスキを
つなぎ、前回よりも１秒でも早く、力いっぱ
い走り抜きます」と決意表明をしました。
　只見町チームは、総合順位４５位、町の部
順位は２３位、タイムは６時間１４分２２秒
で、昨年よりも順位を上げ、タイムは約１５
分も縮めました。また敢闘賞に選ばれました。

　「第２５回只見町グラウンドゴルフ
協会長杯大会」は１０月１６日に町下
グラウンドで開催されました。
　また、「第８回朝日地区地域づくり
委員会長杯」は１０月２２日に開催さ
れました。
　両日とも肌寒い天候の中ではあった
ものの、参加者は日ごろの練習の成果
を十分に発揮しました。

▲素晴らしい成績を収め続ける只見剣道スポーツ少年団

▲大会前に結団式で士気を高めた選手たち

▲朝日地区地域づくり委員会長杯に
　参加した皆さん

▲町下グラウンドで行われた協会長杯

河井継之助杯 シモン旗・ロータリー旗争奪
全会津少年剣道大会 金山町妖精の里剣道大会

○個人　小学４年生以下　男子　鈴木楓真
　　　　中学生　男子　矢沢博哉

○個人　男子３・４年生の部　齋藤光希
　　　　女子５・６年生の部　本名美里

○個人　４年生以下の部　鈴木楓真

○団体　中学生　男女混合
　　　　只見剣道スポーツ少年団Ａ
　　　　（矢沢博哉、五十嵐千紘、齋藤充希）

○団体　男女混合４年生以下の部
　　　　只見剣道スポーツ少年団Ａ
　　　　（飯塚雄飛、齋藤光希、鈴木楓真）

○団体　４年生以下の部
　　　　只見剣道スポーツ少年団
　　　　（飯塚雄飛、齋藤光希、鈴木楓真）
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町の話題 皆さまからの身近な情報をお待ちしています。

ただみ・モノとくらしのミュージアム　入館者１万人達成！

身近な人権について学ぶ
朝日小「人権教室」開催

郷土料理の伝統を守り続ける
全国食生活改善大会、
全国食生活改善推進員協議大会　開催

　全国食生活改善大会と第５４回全国食生活改善推
進員協議大会が１０月２２日に、郡山市のビッグパ
レットふくしまで開催されました。本県では初開催
となります。
　当大会では、全国の食生活改善推進員や関係者な
ど約９００人が参加し、食生活の改善や郷土料理の
継承に向け決意を新たにしました。
　また、高円宮妃久子さまもご出席され、「世界に
誇るこの財産が、生きた文化として次世代に受け継
がれていくよう引き続き努力していただきたい」と
ご挨拶をされました。

　「ただみ・モノとくらしのミュージアム」の累計
入館者が９月２８日に１万人を達成しました。
　１万人目の入館者となったのは、生方忠雄さん、
則子さん（塙町）で、ご夫婦での来場でした。
　生方さんには、記念品として、只見町の伝統工
芸品である編み細工のバッグと企画展図録が贈呈
されました。
　当ミュージアムは令和４年７月２２日に開館後、
昨年８月には累計入館者５，０００人を達成して
います。

　朝日小学校３年生と４年生を対象に「人権
教室」が、１０月２８日に行われ、只見町人
権擁護委員の角田行雄さん、渡部早苗さん、
渡部仁一さんが講師を務めました。
　児童は「いじめ」に関する動画を視聴し、
無視することや悪口をいうことなどの「いじ
め」が人権を侵害することを学び、また、い
じめを無くすためにはどのようにしたら良い
かを考えました。児童からは「いじめられて
いる子の気持ちを考える」、「勇気を持ってい
じめを止める」といった意見が出されました。
　人権擁護委員の皆さんは「いじめに立ち向
かう勇気と思いやりの気持ちを持って生活し
てください」と児童に呼びかけました。

▲大会に参加した町食生活改善推進員のみなさん

▲ご来場いただきありがとうございました

▲いじめについて真剣に考える児童と人権擁護委員

9



ご意見ご要望もお気軽にお寄せください。　　総務企画課　☎ 82－5210　Fax 82－2117

当時の感動と記録を刻む
甲子園出場記念碑除幕式　開催

紅葉の只見町を楽しむ　「只見町ウォーク」開催

只見町の秋の実りを楽しむ「米フェス&ＪＡまつり」開催
　只見米ブランド協議会主催で「第４回只見米
フェス」が１０月２６日に只見線広場で開催さ
れました。また、同会場で「只見地区ＪＡまつ
り」が同時開催されました。
　オープニングでは、只見米ブランド協議会の
山内征久会長の開会宣言に続き、もちまきが行
われ、開会をお祝いしました。
　会場では、「只見米」の食べ比べや只見高校
生による「米粉マフィン」の試食会、ただみ農
家の嫁倶楽部によるもちの振る舞いの他、ＪＡ
会津よつば只見女性部や農青連による出店も並
び、来場者は、秋の味覚に舌鼓を打ちました。

　只見高校野球部の第９４回選抜高等学校野球大
会（センバツ）出場の記念碑が町下野球場のベンチ
脇に建立され、その除幕式が６日に行われました。
　只見高校は２１世紀枠で出場し、強豪大垣日大
を相手に会津地方の学校として初となる得点を挙
げるなどした他、ハツラツとしたプレーで甲子園
を沸かせ、多くの人の心に残る試合をしました。
　野球部の現主将・印南奏詩さん（２年）は「先輩
たち一人一人が輝いてプレーしていたのを思い出
します。記念碑は甲子園に立つというモチベーシ
ョンになります。夏の甲子園出場を目指します」
と決意を話しました。

　福島県認定の「歩こうふくしま５９」コース
を歩く「只見町ウォーク」が１０月２６日に開
催され、約２００人が参加しました。
　コースは、ＪＲ只見駅を始点に、ただみの森
キャンプ場やブナセンターをチェックポイント
として回る５㎞コースと、Ｊ－ＰＯＷＥＲ只見
展示館まで回る７㎞コースが設けられ、参加者
らは、只見川沿いに色づいた紅葉を満喫し、ゴ
ール後は米フェス会場で只見町の秋の特産品を
堪能しました。

▲ステージイベントの他、もちつきも行われました

▲記念碑そばで校歌を斉唱する現野球部員

▲「いってきます」とカメラに手を振る参加者
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町の話題 皆さまからの身近な情報をお待ちしています。

芸能発表やマジックショーに会場が湧きました
文化協会創立３０周年記念イベント　開催

友達と家族とハロウィンを満喫
「ハロウィン映画まつり」開催

　中央公民館主催の「ハロウィン映画まつり」が明和公民館で１１月２日に開催され、親子約６０人が
参加しました。

　只見町文化協会主催の「只見町文化協会創立３０周年記念イベント」が１１月１０日に季の郷湯ら里
で開かれました。
　第１部は芸能発表会が行われ、文化協会加盟団体による舞やコーラス、演奏などが披露されました。
　第２部はマジシャンとして活躍している空

そら

先
さき

拓
たく

海
み

さんによる「感動トーク＆魅惑のマジックショー」
が行われました。
　トークの中で空先さんはマジシャンを目指したきっかけを話しました。空先さんは、過酷な家庭環境
で育ちましたが、がんで入院した親友を元気づけようと手品を猛練習され、お見舞いの度に披露しまし
た。後に奇跡的にがんを克服したその親友に、空先さんの励ましが支えになったと言われ、マジシャン
を目指したそうです。マジシャンとして駆け出しのころに東日本大震災が発生、空先さんもボランティ
アに参加し、その時目にした「諦めずに協力して苦難を乗り越えようとする人たちの姿」に勇気をもら
い、マジックで東北から元気を届けたいと決心し、岡山県から福島県に移住しました。現在、県内の学
校、保育所でも公演をされています。
　今回の公演でもマジックで只見町の人に元気を届けてくれました。

▲映画館とは違った雰囲気の中で映画を楽しみました

▲第１部では約２０演目が披露されました ▲第２部で会場を盛り上げた空先さん

　今回上映された映画「FLY！／フ
ライ！」は、渡り鳥なのに一度も移動
したことのないカモの家族が大冒険す
る物語で、旅の中で成長していく姿を
描いたアニメーション作品です。
　参加者には、さんべ農園からお米で
作ったポン菓子が提供され、優しい甘
さが大好評でした。座席も指定は無く、
持ち寄った座布団などを置いて座る自
由席制で、友達同士で並んで楽しく鑑
賞する子どもたちの姿も見られました。
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ご意見ご要望もお気軽にお寄せください。　　総務企画課　☎ 82－5210　Fax 82－2117

只見町から未来へ、持続可能な社会のために
「東北ESD／SDGｓフォーラム」開催

響きあう音、育む心　「只見町小中学校音楽祭」開催

共に刻んだ、５０年の絆
「しあわせ金婚夫婦表彰式」開催

　只見町老人クラブ連合会主催の「しあわせ
金婚夫婦表彰式」が１１月８日に季の郷湯ら
里で開かれ、金婚を迎えられた町内のご夫婦
１３組のうち８組が出席しました。
　表彰式では参加した各組に表彰状の伝達や
記念品の贈呈が行われました。その後、大束
一仁さん・みえさんご夫婦が、受賞者を代表
し謝辞を述べました。大束さんは「いつもそ
ばにいてくれた存在は大きい。２人共々健康
に豊かに過ごし、また、微力ながら町の振興
に協力してまいります」と話しました。

　只見町におけるユネスコエコパークや伝統文化等の地
域資源を生かした持続可能な地域づくりのためにＥＳＤ
やＳＤＧｓの取り組み事例などを発信し、ＥＳＤの重要
性を高めることを目的とした「東北ＥＳＤ／ＳＤＧｓフ
ォーラム２０２４ in 福島只見」が１１月１５日に只見
町内において開催されました。
　フォーラムでは、福島テレビのお天気キャスターを務
める斎藤恭

やす

紀
のり

さんの基調講演から始まり、渡部町長、会
津工場取締役統括本部長の鈴木誠さん、さんべ農園の三
瓶清志さん、目黒中央公民館長、ちよの会代表の渡部ヨ
リ子さんらが、所属する企業や団体のＳＤＧｓなどへの
取り組み紹介を行いました。

　第６１回只見町小中学校音楽祭が１１月７日
に只見中学校で開催され、町内３小学校の３、
４年生、只見中学校３年生が参加しました。
　音楽祭では、只見小が「春の小川」・「たなば
たさま」など４曲の合奏と「小さな世界」の合
唱、朝日小が「水平線」の合唱と校歌の合奏、
明和小が「オーラ・リー」の合奏と「マイバラ
ード」の合唱、只見中が「友～旅立ちの時～」
の合唱をそれぞれ披露しました。
　最後には、「ビリーブ」を全体合唱し、会場
全体に素敵な歌声が響き渡りました。

▲これからも夫婦仲良く幸せにお過ごしください

▲会津工場のＨプロセス工法がＣＯ２の削減や素材を無駄
なく使えることなどＳＤＧｓ視点から工法の解説を行っ
た鈴木さん

▲「水平線」を披露した朝日小児童
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町の話題 皆さまからの身近な情報をお待ちしています。

世界に一つのオリジナルハンカチを作る
ブナセンター友の会「ブナの葉染め体験会」実施

秋晴れの中、かつての薪炭林を歩く
ブナセンター自然観察会開催

音楽が繋ぐ　只見線の未来
JR只見線応援チャリティーショー　開催

　夢広場主催の「第１２回 只見線応援 歌と
踊りのチャリティーショー」が１１月１７日
に季の郷湯ら里で開催されました。
　第１部では友情出演による歌や踊り、第２
部では歌手によるステージショーが行われま
した。
　また、会場には募金箱が設けられ、ＪＲ只
見線の振興を目的とした募金活動が行われま
した。

　只見町ブナセンター友の会主催の「ブナの
葉染め体験会」が１１月１６日にただみ・ブ
ナと川のミュージアムで開かれ、約３０人が
参加しました。
　「自然首都・只見」伝承産品のブナの葉染
めを製造している「ぶないろくらぶ」を講師
に、参加者はブナの葉から作られた染液を使
って、ハンカチを染め上げました。
　体験は、和やかな雰囲気の中行われ、参加
者全員が思い思いの模様をつけ、世界に一つ
しかないオリジナルの素敵なブナ染めのハン
カチが完成しました。

　ブナセンター主催の『ただみ観察の森「梁取のブナ林」
観察会』が１１月９日に梁取の観察の森で開催されました。
　梁取の観察の森は、かつての薪炭林から再生した美しい
ブナの二次林で、集落の協力の下、観察の森として整備さ
れました。
　観察会では、林の中を散策して落葉を集めたり、ブナの
種子の豊凶の仕組みや暗い林床で日光が差し込むのを待っ
ているオオカメノキの生態などの解説が行われました。
　また、森林環境税で製作された標柱を建てる整備体験を
行いました。
　参加者らは気持ちの良い秋晴れの下、紅葉を楽しみなが
らの観察会となりました。

▲歌で只見線を盛り上げる出演者

▲完成した作品と共に記念撮影をした参加者

▲ブナの実を探す参加者
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『「
芍
薬
の
里
・
只
見
町
」
一
般
公
開
セ
ミ
ナ
ー

 
生
薬
と
花
の
町
へ
の
挑
戦
と
未
来
～
只
見
の
森
が
育
む
自
然
の
豊
か
な
恵
み
～
』
開
催

ク
ラ
ウ
ド
ゥ
只
見

Ｆ
Ａ
Ｘ
： 

82
－
３
２
４
２

メ
ー
ル
：

�
klaudhu@

gm
ail.com

担
当
：
渡
部
・
高
原

花
を
使
っ
た
お
茶
な
ど
の
製
品

開
発
と
販
売
を
し
て
い
る
こ
と

な
ど
を
紹
介
し
、
町
づ
く
り
に

つ
な
げ
て
行
き
た
い
と
抱
負
を

述
べ
ま
し
た
。

　

製
薬
会
社（
株
）栃
本
天
海
堂

の
佐
藤
公
紀
氏
は
、
只
見
で
栽

培
さ
れ
た
芍
薬
の
根
が
「
只
見

産
」
と
明
記
し
た
生
薬
「
シ
ャ

ク
ヤ
ク
」
と
し
て
会
津
医
療
セ

ン
タ
ー
へ
納
め
ら
れ
る
ま
で
の

加
工
過
程
や
、
国
産
シ
ャ
ク
ヤ

ク
は
２
％
し
か
な
い
こ
と
な
ど

を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

会
津
医
療
セ
ン
タ
ー
漢
方
医

学
講
座
の
田
原
英
一
教
授
は
、

「
漢
方
で
余
裕
シ
ャ
ク
ヤ
ク
、

ラ
イ
フ
♪
」
と
題
し
て
、
シ
ャ

ク
ヤ
ク
が
使
わ
れ
て
い
る
漢
方

薬
を
そ
の
効
能
別
に
説
明
し
、

広
く
使
わ
れ
、
ま
た
、
さ
ま
ざ

ま
な
効
能
が
あ
る
こ
と
を
楽
し

く
分
か
り
や
す
く
話
し
ま
し
た
。

　

長
野
県
の
北
ア
ル
プ
ス
の
麓

で
林
業
に
携
わ
り
な
が
ら
森
林

資
源
を
生
か
す
活
動
を
し
て
い

る
安
曇
野
森
林
（
も
り
）
づ
く

り
企
画
代
表
の
山
口
真ま

保ほ

呂ろ

氏

は
、
生
薬
の
オ
ウ
バ
ク
生
産
の

復
活
や
国
内
初
の
コ
ウ
ホ
ネ
の

栽
培
を
手
が
け
た
こ
と
、
イ
タ

ヤ
カ
エ
デ
で
メ
イ
プ
ル
シ
ロ
ッ

プ
な
ど
の
生
産
に
取
り
組
ん
で

い
て
、
事
業
継
続
の
ポ
イ
ン
ト

の
ほ
か
、
何
か
を
始
め
る
の
に

は
年
齢
は
関
係
な
い
と
強
調
さ

れ
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
千
葉
大
学
の
池
上

文
雄
名
誉
教
授
（
生
薬
学
）
の

総
評
で
終
了
し
ま
し
た
。

　

会
場
内
に
は
、
堀
上
げ
た
薬

用
芍
薬
の
根
の
実
物
や
生
薬

「
シ
ャ
ク
ヤ
ク
」、
芍
薬
の
花
び

ら
を
使
っ
た
お
茶
や
ジ
ャ
ム
、

ゼ
リ
ー
、
味
噌
な
ど
の
製
品
も

展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
の
様
子
や
ク
ラ
ウ

ド
ゥ
只
見
の
活
動
は
、
新
聞
や

テ
レ
ビ
で
も
報
道
さ
れ
、
只
見

町
外
に
お
い
て
も
関
心
の
高
い

こ
と
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

有
限
責
任
事
業
組
合
ク
ラ
ウ

ド
ゥ
只
見
で
は
、
薬
用
芍
薬
の

栽
培
収
穫
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

（
今
シ
ー
ズ
ン
終
了
）や
、
ま
ず

は
１
０
０
株
か
ら
、
町
内
で
薬

用
芍
薬
の
栽
培
を
試
し
に
始
め

て
み
る
「
１
０
０
株
栽
培
」
の

栽
培
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

興
味
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

有
限
責
任
事
業
組
合
ク
ラ
ウ

ド
ゥ
只
見
が
主
催
す
る『「
芍
薬

の
里
・
只
見
町
」
一
般
公
開
セ

ミ
ナ
ー　

生
薬
と
花
の
町
へ
の

挑
戦
と
未
来
～
只
見
の
森
が
育

む
自
然
の
恵
み
～
』
は
、
11
月

９
日
に
只
見
公
民
館
で
開
か
れ
、

町
内
外
か
ら
約
１
０
０
人
が
来

場
し
、
熱
心
に
聴
講
し
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
は
「
薬
の
地
産
地

消
」
を
掲
げ
る
福
島
県
立
医
科

大
学
会
津
医
療
セ
ン
タ
ー
漢
方

内
科
の
三み

つ

潴ま

忠た
だ

道み
ち

特
任
教
授
が

司
会
を
務
め
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
港
屋
漢
方
堂
薬
局

（
伊
達
市
）
の
貝
津
好
孝
氏
が

「
薬
草
で
い
っ
ぱ
い
の
宝
の
森
」

と
題
し
て
、
只
見
町
に
生
育
す

る
代
表
的
な
薬
草
を
紹
介
し
ま

し
た
。

　

次
い
で
ク
ラ
ウ
ド
ゥ
只
見
代

表
の
髙
原
豊
氏
が
「『
芍
薬
の

里
・
只
見
町
』
を
目
指
し
て
」

と
し
て
、
薬
用
芍
薬
の
栽
培
を

始
め
た
経
過
や
実
際
の
苗
の
植

え
付
け
か
ら
出
荷
ま
で
の
様
子

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
事
業
、

▲展示された芍薬の根
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地域おこし協力隊として Vol.116

　2024年11月現在、世界の生物圏保存地域は延べ134ヶ国・759か所となっています。
2024年には韓国やスペインなどで新たに11か所が登録されました。
　韓国の新規登録地「昌寧生物圏保護区」は新潟県の佐渡島と同様、絶滅の危機に瀕したトキの個
体数回復に重要な役割を担っている地域となっています。その保護管理の中心となっている牛浦沼
は非常に多くの絶滅危惧種や希少種の生息地で、ラムサール条約湿地にも指定されています。自然
資源を活用したエコツーリズムが盛んで年間80万人が訪れる観光地となっている一方、自然環境
の保全と地域住民の意識との間にギャップもあるようで、その両立に向けた取り組みの推進が期待
されています。
　生物圏保存地域に登録されている全759か所の総面積はオーストラリアほどの大きさになるそ
うです。もちろん登録された地域内でも多くの環境・経済の問題を抱えていますが、自然生態系の
保全と社会経済の発展が両立された社会の実現を目指すうえで生物圏保存地域の取り組みは国際的
に重要なものとなっています。同様に、2030年までに生物多様性の損失を止め、反転させ、回
復軌道に乗せる「ネイチャーポジティブ」を目指す国際目標の達成にも大きな役割を持っています。
　只見町もユネスコエコパーク登録から10年を迎えた今年、「只見町ネイチャーポジティブ宣言」
を宣言しました。只見町の豊かな自然環境、脈々と受け継がれてきた自然資源の持続的な利活用、
積み上げられた研究・調査、次世代を担う子どもたちへのESD教育、これらが一体となり自然生
態系の保全と社会経済の発展の両立が図られるよう、取り組みを推進していければと思います。

只見ユネスコエコパーク推進協力隊　近
こん

藤
どう

　友
ゆう

太
た

世界の生物圏保存地域（ユネスコエコパーク）

「ハロウィン」（表紙、P11「ハロウィン映画まつり」開催）
　秋になるとテレビのＣＭやニュースなどで、目にしたり、耳にしたりする機会が増えた「ハロ
ウィン」ですが、元々は海外のお祭りで、一説によるとその起源は、２０００年以上昔の古代ア
イルランドとも言われています。ハロウィンでお化けなどの仮装をするのは、１０月３１日は、
霊が家に戻ってくる日（日本におけるお盆のような日）とされ、霊と一緒についてきてしまった
悪霊や悪魔から、子どもたちが気付かれないようにするために悪霊の仮装をしていたという説が
あります。現代では、国により様々な発展をしており、アメリカでは民間行事として親しまれ、
家を装飾したり、パーティーをしたり仮装をしたりして楽しんでいるそうです。
　日本では、アメリカから伝わった楽しみ方が影響をうけているとされておりますが、仮装を楽
しむイベントのイメージが強く、悪霊だけでなく、アニメや漫画のキャラクターに扮して楽しん
でいる方が多く見られます。

今月のことば解説
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町
民
文
芸

只
見
短
歌
会　
令
和
六
年
十
一
月
詠
草

只
見
俳
句
会　
十
一
月
定
例
会	

日
高
俊
平
太　

指
導

�

修　

一

新
米
を
新
米
と
言
い
頬
張
り
て

遠
山
の
小
さ
く
見
ゆ
る
柿
紅
葉

�

信　

不
条
理
の
政
治
は
と
も
か
く
秋
う
ら
ら

不
器
用
も
高
倉
健
な
り
冬
紅
葉

�

都　

新
札
を
サ
イ
フ
の
奥
に
秋
の
昼

秋
雲
や
動
く
こ
と
な
し
動
き
有
り

�

味
代
子

予
定
事
少
し
ち
が
っ
て
去こ

年ぞ

今こ

年と
し

尺
八
や
夫
の
ス
ー
ス
ー
す
き
ま
風

�

一　

恵

柿
も
ぐ
や
歳
を
忘
れ
て
脚
立
か
ら

畑
草
を
夢
中
に
引
く
や
虹
の
端

�

睦　

子

秋
晴
れ
に
く
る
い
咲
か
な
月
見
草

盆
の
月
イ
ベ
ン
ト
遠
く
去
り
に
け
り

�

恒　

夫

裏
山
に
祖
父
の
愛
で
し
か
青
木
の
実

銀
杏
枯
る
百
姓
俳
人
移え

山ざ
ん

子し

よ

�

目
黒　

富
子

朝
露
の
少
な
き
庭
の
花
々
に
水
を
補
ふ
一ひ

と

日ひ

始
ま
る

�

関
谷
登
美
子

晩
秋
の
風
に
そ
よ
ぎ
し
軒
下
の
一
株
や
さ
し
コ
ス
モ
ス
の
花

�

立
花　

奏
音

二
歳
児
が
口
づ
さ
む
の
は
懐
か
し
の
童
謡
よ
り
も
令
和
ソ
ン
グ
ス

�

新
国
由
紀
子

豆
を
挽
き
淹
れ
た
て
コ
ー
ヒ
ー
啜
り
を
り
ひ
と
時
忘
る
る
忙せ

は

し
き
日
々
を

�

渡
部
ヨ
リ
子

頬
つ
た
ひ
流
る
る
汗
が
地
に
落
ち
て
雨
か
と
空
を
見
上
ぐ
畑は

た

中な
か
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電話番号

税

今
月
の
納
期

12
月
25
日
ま
で
に

　
　
　
　
　

納
め
ま
し
ょ
う

総務企画課
　総務係　企画係　財政係
� ☎82-5210
町民生活課
　町民税務係� ☎82-5110
　生活安全係� ☎82-5100
保健福祉課
　保　健　係� ☎84-7005
　福　祉　係
　成年後見制度利用促進室
� ☎84-7010
農林建設課
　農　林　係� ☎82-5230
　建　設　係� ☎82-5270
　薪エネルギー推進室
� ☎82-5230
交流推進課
　観光係　商工労働係
� ☎82-5240
　移住交流係
　ユネスコエコパーク推進係
（ただみ・ブナと川のミュージアム内）
� ☎82-5963
会　計　室� ☎82-5120
議会事務局� ☎82-5300
農業委員会� ☎82-5230
教育委員会� ☎82-5320
学校給食センター� ☎84-7180
只見保育所� ☎82-2219
朝日保育所� ☎84-2038
明和保育所� ☎86-2249
朝日診療所� ☎84-2221
（歯科）� ☎84-2612
こぶし苑� ☎84-2101
只見公民館� ☎82-2141
朝日公民館� ☎84-2111
明和公民館� ☎86-2111

●
国
民
健
康
保
険
税
（
６
期
）

●
水
道
使
用
料
（
３
期
）

●
農
集
排
使
用
料
（
12
月
分
）

●
介
護
保
険
料
（
６
期
）

●
後
期
高
齢
者
保
険
料
（
５
期
）

　

令
和
７
年
度
の
認
定
こ
ど
も
園

及
び
保
育
所
の
入
園
（
入
所
）
児

童
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

【
対
象
児
童
】

　

令
和
７
年
４
月
１
日
現
在

　

満
１
歳
以
上
の
児
童

【
募
集
施
設
】

・
只
見
町
認
定
こ
ど
も
園

・
只
見
保
育
所

・
明
和
保
育
所

【
申
込
受
付
期
間
】

　

令
和
６
年
12
月
２
日（
月
）

　
　
　
　

～
12
月
26
日（
木
）

【
受
付
場
所
】

・
只
見
保
育
所

・
朝
日
保
育
所

・
明
和
保
育
所

・
教
育
委
員
会

・
町
民
生
活
課

・
朝
日
公
民
館

・
明
和
公
民
館

【
申
込
書
類
】

　

申
込
書
類
は
、
各
受
付
場
所
に

設
置
し
て
あ
り
ま
す
。
現
在
入
所

中
の
方
は
保
育
所
よ
り
配
付
さ
れ

ま
す
。

【
そ
の
他
】

・
令
和
７
年
度
中
に
満
１
歳
に
な

る
児
童
で
、
年
度
途
中
か
ら
の

入
所
を
希
望
す
る
場
合
も
、
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、

出
産
前
で
も
申
込
み
可
能
で
す
。

・
入
園
、
入
所
の
承
諾
に
つ
い
て

は
、
選
考
基
準
に
よ
る
審
査
が

あ
り
、
審
査
結
果
に
つ
い
て
は

２
月
中
旬
ま
で
に
通
知
い
た
し

ま
す
。

【
奨
学
資
金
の
対
象
】

　

令
和
７
年
度
に
高
等
学
校
、
短

期
大
学
、
大
学
又
は
専
門
学
校
な

ど
の
進
学
希
望
者

【
奨
学
資
金
貸
与
の
条
件
】

・
只
見
町
内
に
３
年
以
上
住
所
を

有
し
、
只
見
町
立
中
学
校
卒
業

者
・
貸
与
申
請
時
に
必
要
と
な
る
連

帯
保
証
人
、
生
計
維
持
者
が
只

見
町
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と

【
利
用
可
能
額
（
貸
与
額
）】

・
高
等
学
校
／
月
額
１
万
２
千
以

内

・
４
年
制
大
学
、
短
期
大
学
、
専

門
学
校
等
／
月
額
４
万
円
以
内

※
支
度
金
（
高
等
学
校
を
除
く
）

　

入
学
時
の
み
／
30
万
円
以
内

【
奨
学
資
金
の
返
還
】

　

卒
業
ま
た
は
奨
学
資
金
の
利
用

を
や
め
た
月
か
ら
30
歳
に
到
達
す

る
月
ま
で
の
期
間
を
据
え
置
き
期

間
と
し
、
そ
の
後
10
年
以
内
で
返

還
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
返
還
免
除
】

　

据
え
置
き
期
間
内
も
し
く
は
終

了
後
に
只
見
町
に
戻
っ
て
き
た
場

合
、
申
請
に
よ
り
年
度
ご
と
の
返

還
金
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。（
た
だ
し
、
高
等
学
校
は
対

象
外
）
な
お
、
免
除
の
年
間
上
限

額
は
22
万
２
０
０
０
円
と
な
り
ま

す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

【
申
込
方
法
】

　

申
請
書
類
等
は
只
見
町
役
場
駅

前
庁
舎
窓
口
、
教
育
委
員
会
、
朝

お
知
ら
せ

令
和
７
年
度
認
定
こ
ど
も
園

及
び
保
育
所
の
入
園（
入
所
）

児
童
の
募
集

日
・
明
和
公
民
館
、
只
見
中
学
校
、

只
見
高
校
、
南
会
津
高
校
（
南
郷

校
舎
）、
町
内
の
各
郵
便
局
、
東
邦

銀
行
只
見
支
店
、
Ｊ
Ａ
会
津
よ
つ

ば
只
見
支
店
に
設
置
し
て
あ
り
ま

す
。
必
要
書
類
を
添
え
て
教
育
委

員
会
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
募
集
期
限
】

　

令
和
７
年
１
月
31
日（
金
）ま
で

※
期
限
後
も
随
時
申
込
み
が
可
能

で
す
。

【
採
用
通
知
】

　

審
査
決
定
後
、
本
人
に
通
知
し

ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

教
育
委
員
会　

子
ど
も
未
来
係

　

☎
０
２
４
１
－
82
－
５
３
２
０

令
和
７
年
度
奨
学
金

「
只
見
町
み
ら
い
の
人
財
育
成

奨
学
金
」奨
学
生
募
集

【
問
合
せ
先
】

　

教
育
委
員
会　

子
ど
も
未
来
係

　

☎
０
２
４
１
－
82
－
５
３
２
０
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只見町長　渡部　勇夫

広報ただみ町長室

町長スケジュール〈11月分〉

　１日　辞令交付式、魚沼市制施行２０周年記念
式典（新潟県魚沼市）

　２日　ふるさと大使懇親会
　４日　只見ユネスコエコパーク登録１０周年記

念事業映画上映会・記念式典
　５日　映画監督田中壱征氏来庁
　６日　柳津町長訪問（柳津町）、本名正二氏来庁、

只見高校甲子園出場記念の碑除幕式
　７日　除雪会議、除雪機械始動式、元郡山国道

事務所長来庁、ふくしま駅伝只見町選手
結団式

　８日　しあわせ金婚夫婦表彰式
１０日　只見町文化協会芸能発表会
１１日　只見町議会１１月会議
１２日　治水事業促進全国大会及び要望活動（東

京都）

１４日　会津総合開発協議会役員会（会津若松
市）、東北ＥＳＤ／ＳＤＧｓフォーラム
参加者交流会

１５日　東北ＥＳＤ／ＳＤＧｓフォーラム２０２４
１６日　南会津地方広域市町村圏組合消防本部発

足５０周年記念祝賀会（南会津町）
１７日　只見線応援歌と踊りのチャリティーショー
２２日　只見町むかし話の会福島県教育・文化関

係表彰受賞報告来庁
２５日　福島県町村会役員会（福島市）
２６日　安心・安全の道づくりを求める全国大会

及び要望活動（東京都）
２７～２８日　南会津地方環境衛生組合議会行政

視察研修（茨城県～神奈川県）
２９日　南会津建設事務所長来庁、㈱東邦銀行常

務来庁、ＪＲ東日本東北本部長来庁、三
條新聞社来庁、政策調整会議

◆
「
第
３６
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
縦
断
駅
伝
大

会
」
に
只
見
町
は
只
見
町
単
独
チ
ー
ム
と
し

て
参
加
し
、
そ
の
結
果
報
告
を
目
黒
監
督
と

選
手
代
表
の
矢
沢
さ
ん
に
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

成
績
は
全
体
で
４５
位
、
昨
年
よ
り
も
コ
ー

ス
が
少
し
長
か
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
合
計
タ

イ
ム
を
約
１５
分
短
縮
し
、
見
事
完
走
を
果
た

し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
を
た
た
え
ら
れ
町
の
部
の
「
敢

闘
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
本
当
に
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
あ
り
、

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

只
見
町
チ
ー
ム
は
中
学
生
を
中
心
と
し
た

若
い
チ
ー
ム
で
す
が
、
全
１６
区
間
中
個
人
順

位
で
は
３０
位
台
が
４
名
と
伸
び
盛
り
の
チ
ー

ム
で
す
。

　

９
月
の
上
旬
か
ら
練
習
を
始
め
、
１１
月
中

旬
の
本
番
ま
で
、
約
２
か
月
間
仕
事
や
学
業

等
に
励
み
な
が
ら
の
練
習
は
、
時
間
の
確
保

や
様
々
な
調
整
な
ど
大
変
だ
っ
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。

　

こ
の
間
、
頑
張
っ
て
こ
ら
れ
た
選
手
の
皆

様
や
監
督
、
コ
ー
チ
は
じ
め
、
体
調
管
理
な

ど
を
支
え
て
こ
ら
れ
た
ご
家
族
や
町
ス
ポ
ー

ツ
協
会
の
役
員
、
す
べ
て
の
関
係
者
の
皆
様
、

そ
し
て
応
援
し
て
い
た
だ
い
た
町
民
の
皆
様

に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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町民
憲章

１、ゆたかな緑ときれいな水をまもり美しい町をつくりましょう
１、互いに助け合い親切をつくし楽しい町をつくりましょう
１、産業をおこしみんなで働ける豊かな町をつくりましょう
１、教養を深め心と体をきたえ文化の町をつくりましょう
１、きまりを守り良い風習を育て住みよい町をつくりましょう

あ
と
が
き

※「町民の消息」欄に掲載を希望されない方は、
　届出のときにその旨をお伝えください。

▽
気
が
付
け
ば
あ
っ
と
い
う
間
に
12
月

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
今
シ
ー
ズ
ン
の

降
雪
は
、
平
年
並
み
か
ら
多
い
く
ら
い

と
予
報
が
出
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。雪
が

降
る
と
億
劫
に
な
る
の
が
雪
か
き
（
除

雪
）
で
す
が
、
ス
ポ
ー
ツ
化
を
し
て
楽

し
ん
で
や
っ
て
い
る
学
校
や
団
体
が
あ

る
そ
う
で
す
。
除
雪
量
を
競
う
だ
け
で

な
く
、
セ
ン
サ
ー
等
を
用
い
て
、
仕
事

量
や
消
費
カ
ロ
リ
ー
を
算
出
し
て
、
競

い
合
う
と
い
っ
た
方
式
だ
そ
う
で
す
。

雪
か
き
の
消
費
カ
ロ
リ
ー
が
分
か
る
と
、

少
し
や
り
が
い
が
出
て
来
そ
う
で
す
ね
。

▽
今
年
も
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
皆

様
、
良
い
お
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。

�

（
小
林
）

（10月26日～11月25日届出分）敬称略

転入　３　転出　６　出生　０　死亡　１２

令和６年１１月１日現在
人　　口　３，５５３（－１５）
　 男 　　１，７６１（－　７）
　 女 　　１，７９２（－　８）
世 帯 数　１，５２２（－　９）
高齢化率　　　　　４８．６％

※高齢化率とは、６５歳以上の人が人口に占める割合です。

☆会津人が書いた　只見線各駅物語

☆無印良品と365日

� 【著】鈴木　信幸（言視社）
　世界中が注目する福島・新
潟のローカル線
　大好評『星賢孝　只見線写
真集　新・四季彩々』の姉妹
編！
　圧倒的な自然、消えゆく山
間部の暮らし、民芸品、農産
物等の特産品と豊富な観光資
源…。福島県・会津若松から

�【著】本多　さおり（大和書房）
　あなたの暮らしが、「好き」
であふれていますように。高
校生で無印良品に出会って以
来、愛がとまらず、そのオタ
クっぷりがほとばしる推し活
の一冊。
１　朝活はじめました
２　無印良品の名品１２選
３　在宅ワーク

新潟県・小出まで只見線３８駅（２つの廃駅含む）に
は、それぞれに秘められた物語がある。会津出身者
ならではの視点で、そのひとつひとつを掘り起こす。

　４　こざっぱり家事
　５　ただいまヘビロテ中！無印良品で買う消耗品
　６　子どもと無印良品
　７　リラックス
　８　地味だけどいい仕事
　９　休日を楽しむ
１０　家族にやさしい収納

○朝日公民館ではリクエストを随時受付しています。
　読んでみたい本があれば、ぜひリクエストしてください。

朝日公民館

図書紹介
朝日公民館図書室

☎84－2111

■お誕生おめでとうございます
鈴
すず

木
き

　楓
ふう

真
ま

（男／直・裕美）　　　黒　谷

■おくやみ申し上げます
齋　藤　澄　江　　82歳　　大　倉
山　内　ミチ子　　93歳　　梁　取
酒　井　智　生　　80歳　　福　井
五十嵐　ノブヱ　　88歳　　塩ノ岐
吉　津　幸　子　　97歳　　只　見
佐　藤　トモヨ　　99歳　　大　倉

　家　アキ子　　86歳　　黒　谷
滝　沢　千　秋　　88歳　　蒲　生
酒　井　　　久　　87歳　　長　浜
堀　金　作　雄　　89歳　　福　井
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※
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

※
環
境
に
や
さ
し
い
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す

℡0241（72）8355

■発行／只見町　〒968-0421 福島県南会津郡只見町大字只見字町下2591-30
■編集／総務企画課総務係　https://www.town.tadami.lg. jp/　☎ 0241（82）5210

� （写真・文　太田祥作）

アイヌテントウ　　　（学名：Coccinella ainu）

ココノホシテントウ　（学名：Coccinella explanata）
【コウチュウ目テントウムシ科】

　只見町内の河原は珍しい生き物の宝
ほう

庫
こ

です。ユビソヤナギはその代表ですが、他にもヒゲナ
ガヒナバッタやカワラバッタ、アイヌハンミョウなど、自

し

然
ぜん

度
ど

の高い河原を好む種が見られま
す。今回は、河原のテントウムシを取り上げます。
　アイヌテントウとココノホシテントウは、どちらも赤い鞘

さや

翅
ばね

に黒い斑点が特徴のテントウム
シです。身近なナナホシテントウとよく間違えられるのですが、斑

はん

点
てん

（星）の数で見分けること
ができ、これら3種の識

しき

別
べつ

点
てん

は次のようになっています。
　〈ナナホシテントウ：7星／アイヌテントウ：11星／ココノホシテントウ：9星〉
　また、これら3種の中ではアイヌが最も小型で、中間がココノホシ、大型がナナホシとなっ
ています。和名は、アイヌは北海道のアイヌ、ココノホシは星の数に由来します。ナナホシが
どこにでも見られる普

ふ

通
つう

種
しゅ

であるのに対して、アイヌとココノホシは河原や海岸を好み、町内
では伊南川本流や黒谷川、叶津川など、大小の石がごろごろした河原に限って生息しています。
アブラムシ類を餌

えさ

とし、生息地ではよくカワラヨモギについています。また、アイヌの場合一
カ所あたりの個

こ

体
たい

数
すう

が多く、集
しゅうだん

団化
か

する傾向にあるようです。
　全国的には、アイヌ・ココノホシともに局

きょく

地
ち

的
てき

な分布を示す希
き

少
しょうしゅ

種です。これらのテントウ
ムシの存在は、只見の河原環

かん

境
きょう

が良
りょう

好
こう

であることを指
し

標
ひょう

するものと言えるでしょう。

▲アイヌテントウの交尾
　（大倉地区の伊南川にて撮影）

▲ココノホシテントウ（叶津川にて撮影）

下記イベントを開催しております。詳細は只見町ブナセンター（電話
0241－72－8355）までお問い合わせください。

企画展「ブナ林の木に生かされる　雪国のブナを極めるⅡ」
会期：2024年11月9日（土）～2025年6月30日（月）
場所：ただみ・ブナと川のミュージアム　2階ギャラリー

只見町ブナセンターからのお知らせ

町内の河
かわら

原にいる珍しいテントウムシ
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